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V249a GREX-PLUS高分散分光器：イマージョングレーティングの光学特性評価に
向けた広帯域 2D FT-IR分光器の開発
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宇宙望遠鏡計画GREX-PLUSに搭載可能な中間赤外線高分散分光器HRS (λ = 10−18µm、R = λ/∆λ ∼ 30, 000)
では、分散素子として高屈折率かつ高透過率材料である CdZnTeのコンパクトなイマージョングレーティング
(IG)を用いる必要があり、CdZnTeの小型試料に対する極低温での屈折率および透過率の精密測定を進めている
（榎木谷他, 李他 本年会発表）。HRSの総合的なスループットの向上のためには、IGの入射・出射面で起きる表面
反射防止構造の形成が必要であるが,低温での分光透過率,空間均一性および耐性を評価する測定装置の構築には
様々な困難が伴う。本発表では、真空チャンバー内で T ∼ 20Kに冷却したCdZnTe試料に対する,屈折率の最小
偏角測定や透過率イメージング測定に適用可能な、小型かつ汎用性の高いイメージングフーリエ変換分光器（2D
FT-IR）の開発結果について報告する。
この新しい分光器では、17× 15× 8 cmの筐体内で、視野～6°、F値:1.9の入射光が自由曲面鏡によりコリ

メートされたのち、二分割された平面鏡（上部のみピエゾアクチュエータによる± 0.99 mmの等速移動）により
位相差干渉が与えられ、波長 4-20µmに感度を有する常温カメラに結像される (趙他 ASJ2024秋 V218a)。発振
波数 961.5 cm−1の量子カスケードレーザーの測定線幅から波数分解能 3.2 cm−1を得た。これは近光軸で二分割
された平面波の光路差を表す式∆L = 2M cos

[
α− tan−1 (a/f)− 90◦

]
/cos
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tan−1 (b/f)

]（M:可動鏡の移動距離;
α:平面鏡の設置角度=58°; f :対物鏡の焦点距離; a,b:検出器の座標）における分解能∆ν = 1/∆Lと対応する。


